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令和５年度第３四半期

泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書 令和６年３月

北　　　　　海　　　　　道

環境放射線



 



は じ め に

北海道及び北海道電力(株)は、泊発電所環境保全監視協議会が定めた「環境放射線監視及

び温排水影響調査基本計画」に基づき、泊発電所周辺地域における環境放射線監視を実施して

います。

令和５年度第３四半期（令和５年１０月～令和５年１２月）の環境放射線監視結果について、

令和６年３月１８日に開催された泊発電所環境保全監視協議会技術部会において取りまと

め、評価した結果、「泊発電所に起因する周辺環境の異常は認められなかった」とされました。

本報告書は、泊発電所環境保全監視協議会技術部会の評価を経て、令和５年度第３四半期の

泊発電所周辺環境放射線監視結果として公表するものです。
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環　境　放　射　線　監　視　結　果



 



１　調   査 　概　 要

（１）  調　査　機　関
北海道原子力環境センター
北海道電力株式会社

（２）  調　査　期　間
令和５年１０月　～　令和５年１２月　（令和５年度　第３四半期）

（３）  測　定　項　目
測定項目及び調査地点数等は表１及び表２のとおりである。

表１ 空間放射線等

地点数 地点数
5 10分値 5 10分値
3 10分値 8 10分値
1 10分値 － －

定点 26 四　半　期　に　１　回 17 四　半　期　に　１　回
走行 3 四　半　期　に　１　回 2 四　半　期　に　１　回

38 ３　か　月　積　算　値 30 ３　か　月　積　算　値
－ － 2 10分値
－ － 3 10分値

表２ 環境試料中の放射能

ガンマ ストロ トリチ ガンマ ストロ トリチ
線放出 ンチウ 線放出 ンチウ
核  種 ム－90 ウ　ム 核  種 ム－90 ウ　ム
15 45 15 45
18  6
 7  1  7  3  3
 6  2
 8  5  4  1
 4  1  3  1
 6  1  6  2  2
 4  1  2  1
13  3  4

81 14 13 45 69  3  5 45
（注）数字は検体数を示す。

（４）  測　定　方　法
泊発電所環境保全監視協議会技術部会が定めた「環境放射線監視測定方法」による。

（５）  評　価　方　法
泊発電所環境保全監視協議会技術部会が定めた「環境放射線監視結果及び温排水影響調

査結果の評価方法」による。
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２　調　査　結　果

  今四半期に実施した泊発電所周辺の環境放射線監視結果は、次のとおりである。

（１）  空　間　放　射　線　等
  モニタリングステーション等における線量率の測定、モニタリングカーによる線量率の測定、モニタリ
ングポイント等における積算線量の測定、放水口ポスト及び排気筒における計数率の測定を実施した。

ア 線　量　率
(ｱ)   モニタリングステーション、モニタリングポスト及び気象観測局

　モニタリングステーション、モニタリングポスト及び気象観測局における線量率の測定結果の
概要は、図１、表３－１及び表３－２のとおりである（資料１－１、１－２、１－３、２－１、
２－２）。
　今四半期の測定結果は、過去同一四半期の値と同程度であった。
　各局における月ごとの平常の変動幅（「平均値」＋「標準偏差の３倍」）を超えたものについ
てその原因を検討した結果、いずれも降雨雪の影響等の自然界の変動によるものであった。

図１ 線量率測定結果
 モニタリングステーション等における今四半期の月平均値と過去の月平均値の範囲

（注１）　気象観測局については、平成13年７月から測定を開始した。

（注２）　発電所ステーション及び発電所ポスト１～６及びＰＳについては、昭和63年から測定を開始した。

（注３）　発電所ポスト７については、平成19年１月から測定を開始した(平成20年10月に電気工作物として

   　   の移設完了に伴い発電所ポスト７Ｎから名称変更)。

（注４）　発電所ポストＰＳについては、平成20年10月より、発電所ポスト７から名称変更した。
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表３－１ 線量率測定結果（北海道） （単位：ｎＧｙ/ｈ）

(S61.9 ～ R05.3) (S61.9 ～ R05.3)

茅 沼 １０  34  30  62  34 ～  37  44 119 (2.7) 119 0  31 ～ 105

１１  35  30  71  34 ～  39  51 106 (2.5) 106 0  23 ～ 111

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  31  24  52  27 ～  36  43  69 (1.5)  69 0  14 ～ 121

発 足 １０  37  33  62  36 ～  39  48 115 (2.6) 115 0  31 ～  88

１１  38  32  78  35 ～  40  54 111 (2.6) 111 0  24 ～ 108

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  34  25  66  29 ～  38  49  69 (1.5)  69 0  16 ～ 133

南 幌 似 １０  38  33  74  33 ～  42  52 124 (2.8) 124 0  30 ～ 122

１１  38  29  88  35 ～  42  58 113 (2.6) 113 0  24 ～ 143

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  33  25  66  26 ～  40  50 100 (2.2) 100 0  16 ～ 156

岩 内 １０  37  34  61  36 ～  39  48 138 (3.1) 138 0  33 ～  98

１１  38  33  76  37 ～  41  54 108 (2.5) 108 0  27 ～ 110

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  34  26  59  30 ～  39  48  63 (1.4)  63 0  16 ～ 147

神 恵 内 １０  33  30  54  31 ～  35  41 128 (2.9) 128 0  27 ～ 100

１１  34  30  61  31 ～  36  46  91 (2.1)  91 0  21 ～ 101

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  30  22  53  26 ～  34  45  85 (1.9)  85 0  12 ～ 110

茶 津 １０  37  33  65  36 ～  43  48 117 (2.6) 117 0  34 ～ 123

１１  38  33  74  37 ～  43  55 105 (2.4) 105 0  27 ～ 111

ポ ス ト １２  34  26  58  31 ～  40  48  79 (1.8)  79 0  15 ～ 149

ﾍ ﾛ ｶ ﾙ ｳ ｽ １０  35  32  63  34 ～  40  46 132 (3.0) 132 0  31 ～ 137

１１  36  30  78  34 ～  40  53 109 (2.5) 109 0  22 ～  96

ポ ス ト １２  31  22  53  25 ～  36  46  56 (1.3)  56 0  11 ～ 129

堀 株 神 社 １０  33  29  61  31 ～  35  44 128 (2.9) 128 0  28 ～ 155

１１  34  28  72  32 ～  35  51 102 (2.4) 102 0  22 ～  97

ポ ス ト １２  29  21  61  26 ～  34  44 106 (2.4) 106 0  12 ～ 149

気 象 １０  35  32  66  34 ～  37  46 131 (2.9) 131 0  31 ～ 143

１１  36  30  76  34 ～  37  54 113 (2.7) 113 0  26 ～ 116

観 測 局 １２  31  22  57  27 ～  36  46  82 (1.8)  82 0  11 ～ 150

（注１）　測定値は10分値である。

（注２）　「平常の変動幅」欄の値は、「月平均値」＋「標準偏差の３倍」の値であり、測定値がこの値以下であれば一般

    　  的に平常の変動の範囲内とされている。

（注３）　気象観測局については、平成13年７月から測定を開始した。

平常の

変動幅

平常の変動
幅を超えた
数 （ ％ ）

参　　考超えた原因

降雨雪その他

過 去 同 一 月 の
測定値 (10分値 )
の 範 囲

過 去 同 一 月 の
平 均 値 の 範 囲

測 定

地 点
月

線　　量　　率

平均値 最小値 最大値
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表３－２ 線量率測定結果（北海道電力） （単位：ｎＧｙ/ｈ）

.

(S61.9 ～ R05.3) (S61.9 ～ R05.3)

発 電 所 １０  35  31  58  34 ～  40  44  85 (2.2)  85 0  30 ～ 117

１１  36  31  71  34 ～  40  51 112 (2.6) 112 0  24 ～ 102

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  31  24  53  31 ～  39  44  87 (2.1)  87 0  20 ～ 163

堀 株 １０  40  36  63  39 ～  46  49 115 (2.7) 115 0  36 ～ 147

１１  40  36  72  40 ～  47  54 107 (2.9) 107 0  31 ～ 110

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  36  28  60  35 ～  44  50  64 (1.5)  64 0  20 ～ 142

泊 １０  37  34  64  37 ～  44  47 118 (2.6) 118 0  34 ～ 101

１１  38  34  72  38 ～  45  52 105 (2.6) 105 0  30 ～ 104

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  35  29  53  34 ～  43  45  66 (1.6)  66 0  20 ～ 121

宮 丘 １０  39  36  69  39 ～  45  51 118 (2.6) 118 0  35 ～ 144

１１  40  35  85  39 ～  45  57 113 (2.8) 113 0  32 ～ 116

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  36  29  58  36 ～  43  49  97 (2.3)  97 0  22 ～ 143

高 台 １０  36  33  62  35 ～  40  47 139 (3.3) 139 0  33 ～ 127

１１  37  31  79  36 ～  41  54 117 (2.7) 117 0  25 ～ 122

ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ １２  33  25  61  31 ～  40  47  59 (1.4)  59 0  17 ～ 169

発 電 所 １０  40  37  63  40 ～  46  49 119 (2.7) 119 0  36 ～ 109

１１  42  37  71  40 ～  47  56  95 (2.4)  95 0  32 ～ 114

ポ ス ト １ １２  38  32  58  37 ～  46  49  81 (1.8)  81 0  23 ～ 149

発 電 所 １０  35  32  64  35 ～  41  46 128 (2.9) 128 0  32 ～ 127

１１  36  31  72  36 ～  42  53 106 (2.8) 106 0  29 ～ 115

ポ ス ト ２ １２  32  25  55  31 ～  40  45  87 (1.9)  87 0  19 ～ 139

発 電 所 １０  32  28  56  31 ～  36  41 107 (2.8) 107 0  28 ～ 116

１１  33  29  62  32 ～  37  46 115 (2.7) 115 0  26 ～  84

ポ ス ト ３ １２  30  24  49  29 ～  36  39  69 (1.5)  69 0  22 ～ 120

発 電 所 １０  38  35  58  38 ～  45  46 112 (2.8) 112 0  35 ～ 129

１１  39  34  68  38 ～  46  52  94 (2.2)  94 0  30 ～  99

ポ ス ト ４ １２  35  28  54  33 ～  43  47  76 (1.7)  76 0  19 ～ 156

発 電 所 １０  32  29  58  31 ～  37  41 122 (2.9) 122 0  28 ～ 133

１１  34  29  70  33 ～  38  48 118 (2.7) 118 0  25 ～  88

ポ ス ト ５ １２  31  24  51  30 ～  38  42 103 (2.3) 103 0  22 ～ 133

発 電 所 １０  35  32  56  34 ～  39  43 119 (2.9) 119 0  32 ～ 124

１１  35  31  64  35 ～  40  47  96 (2.2)  96 0  30 ～  85

ポ ス ト ６ １２  32  26  51  32 ～  39  42  92 (2.1)  92 0  20 ～ 118

発 電 所 １０  36  33  57  39 ～  47  44  99 (2.5)  99 0  35 ～ 165

１１  37  33  65  37 ～  48  49  99 (2.3)  99 0  33 ～ 132

ポストＰＳ １２  34  28  51  35 ～  47  43  83 (1.9)  83 0  27 ～ 158

発 電 所 １０  32  28  55  35 ～  42  42  99 (2.6)  99 0  32 ～  95

１１  34  30  60  35 ～  42  46  87 (2.0)  87 0  32 ～  96

ポ ス ト ７ １２  32  26  58  33 ～  43  45  94 (2.1)  94 0  28 ～ 131

（注１）　測定値は10分値である。

（注２） 「平常の変動幅」欄の値は、「月平均値」＋「標準偏差の３倍」の値であり、測定値がこの値以下であれば一般

    　  的に平常の変動の範囲内とされている。

（注３）　発電所ステーション及び発電所ポスト１～６及びＰＳについては、昭和63年10月から測定を開始した。

（注４）　発電所ポスト７については、平成19年１月から測定を開始した(平成20年10月に電気工作物としての移設完了に

　　 　 伴い発電所ポスト７Ｎから名称変更)。

（注５）　発電所ポストＰＳについては、平成20年10月より、発電所ポスト７から名称変更した。

超えた原因 参　　考

降雨雪その他
月

過 去 同 一 月 の
測定値(10分値)の
範 囲

測 定

地 点

平常の

変動幅

平常の変動
幅を超えた
数 （ ％ ）

線　　量　　率

平均値 最小値 最大値

過 去 同 一 月 の
平 均 値 の 範 囲
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(ｲ)モニタリングカー
　モニタリングカーを用いて、サーベイポイントにおける線量率の定点測定及びサーベイ
ルートにおける線量率の走行測定を実施した。

ａ　定　点　測　定
　定点測定結果の概要は、表４－１、４－２のとおりである（資料１－４、２－４）。
　今四半期の測定結果は、過去同一四半期の測定値と概ね同程度であった。

表４－１ 定点測定結果（北海道） 　（単位：ｎＧｙ/ｈ）

(R04.7 ～ R05.3)

～ 57 ～ 77

表４－２ 定点測定結果（北海道電力） 　（単位：ｎＧｙ/ｈ）

(S61.9 ～ R05.3)

～ 28 ～ 40 19 43

ｂ　走　行　測　定
　走行測定結果の概要は、表５－１、５－２のとおりである（資料１－５、２－５）。
　今四半期の測定結果は、過去同一四半期の測定値と概ね同程度であった。

表５－１ 走行測定結果（北海道） 　（単位：ｎＧｙ/ｈ）

区　分 ﾙｰﾄ名 測定日
(R04.7 ～ R05.3)

A 5.11. 9 37 ～ 166

B 5.11. 9 42 ～  92

C 5.11. 9 46 ～  88

（注１）　走行測定は12秒値である（走行速度は約30km/hである）。

表５－２ 走行測定結果（北海道電力） 　（単位：ｎＧｙ/ｈ）

区　分 ﾙｰﾄ名 測定日
(H06.7 ～ R05.3)

Ⅰ 5.10. 3 20 ～ 113 12 134

Ⅱ 5.10. 3 23 ～  41 13  52

（注１）　走行測定は12秒値である（走行速度は約30km/hである）。

北海道電力 5.11.29 5.12. 1 ～

区　分 測　　定　　期　　間 線　量　率
過 去 同 一 四 半 期 の
測 定 値 の 範 囲

北 海 道 5.11. 8 5.11.28 64 ～ 96 (19 ～ 41)

（注１）　測定値は10分値である。
（注２）  定点測定については昭和61年９月から測定を開始し、北海道はモニタリングカーを令和４年度第２四半期
　　　　に、検出器を車上に設置するものから車内に設置するものに更新しており、検出器の位置及び高さを変更して
　　　　いる。なお、車内の実測値を車内外補正係数で補正している（「過去同一四半期の測定値の範囲」欄の括弧内
　　　　の値は旧モニタリングカーによるものである）。

区　分 測　　定　　期　　間 線　量　率
過 去 同 一 四 半 期 の
測 定 値 の 範 囲

（注３）　北海道はモニタリングカーを令和４年度第２四半期に、検出器を車上に設置するものから車内に設置するも
　　　　のに更新しており、検出器の位置及び高さを変更している。なお、車内の実測値を車内外補正係数で補正して
　　　　いる（「過去同一四半期の測定値の範囲」欄の括弧内の値は旧モニタリングカーによるものである。）

（注１）　測定値は10分値である。
（注２）　北海道電力のモニタリングカーは検出器を車上に設置し測定している。

線　量　率
過 去 同 一 四 半 期 の
測 定 値 の 範 囲サーベイルート

北 海 道

小沢・老古美分岐 ～
神恵内ステーション前

53 ～ 204 (18 ～ 123)

壁坂交差点 ～
道道ﾜﾗﾋﾞﾀﾞｲ古平線宮丘奥

34 ～ 108 (17 ～  45)

共和中学校前交差点 ～
幌内橋

47 ～  98 (19 ～  43)

（注２）　走行測定については昭和61年９月から測定を開始し、北海道は平成25年度第１四半期から測定値を12秒値と
　　　　した。

（注２）　走行測定については昭和61年９月から測定を開始し、北海道電力は平成６年度第２四半期から測定値を12秒
　　　　値とした。
（注３）　北海道電力のモニタリングカーは検出器を車上に設置し測定している。

線　量　率
過 去 同 一 四 半 期 の
測 定 値 の 範 囲サーベイルート

北海道電力

神恵内ステーション前 ～
大曲交差点 ～ 島野会館

～

旧岩内町役場前 ～
道道ﾜﾗﾋﾞﾀﾞｲ古平線宮丘奥

～
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イ 　積　算　線　量

　モニタリングステーション、モニタリングポスト及びモニタリングポイントにおける３か月積算

線量の測定結果は、表６－１及び表６－２のとおりである。

　今四半期の測定結果は、過去の同一四半期の測定値と同程度であった。

表６－１ 積算線量測定結果（北海道） （単位：mＧｙ/92日）

記　号 積 算 線 量

(H19.4 ～ R05.3)

茅 沼 ステーション ＨＭＳ－１ 0.12 0.11 ～ 0.12

発 足 〃 ＨＭＳ－２ 0.12 0.12 ～ 0.13

南 幌 似 〃 ＨＭＳ－３ 0.12 0.11 ～ 0.13

岩 内 〃 ＨＭＳ－４ 0.13 0.12 ～ 0.13

神 恵 内 〃 ＨＭＳ－５ 0.11 0.11 ～ 0.12

茶 津 ポ ス ト ＨＰＯ－１ 0.12 0.11 ～ 0.12

ﾍ ﾛ ｶ ﾙ ｳ ｽ 〃 ＨＰＯ－２ 0.12 0.11 ～ 0.13

堀 株 神 社 〃 ＨＰＯ－３ 0.11 0.10 ～ 0.12

茶 津 ノ 沢 ポ イ ン ト ＨＰＩ－１ 0.12 0.11 ～ 0.12

渋 井 〃 ＨＰＩ－２ 0.12 0.12 ～ 0.13

山 ノ 上 Ａ 〃 ＨＰＩ－３ 0.13 0.12 ～ 0.13

山 ノ 上 Ｂ 〃 ＨＰＩ－４ 0.11 0.11 ～ 0.12

泊 村 む つ み 荘 〃 ＨＰＩ－６ 0.14 0.13 ～ 0.14

泊 村 ア イ ス セ ン タ ー 〃 ＨＰＩ－７ 0.13 0.12 ～ 0.13

照 岸 〃 ＨＰＩ－８ 0.12 0.11 ～ 0.12

も い わ 荘 〃 ＨＰＩ－９ 0.13 0.12 ～ 0.14

北 海 道 原 子 力 環 境 セ ン タ ー 〃 ＨＰＩ－１０ 0.12 0.11 ～ 0.13

柏 木 〃 ＨＰＩ－１１ 0.12 0.12 ～ 0.13

旧 一 〃 ＨＰＩ－１２ 0.12 0.11 ～ 0.13

下 梨 一 〃 ＨＰＩ－１３ 0.12 0.12 ～ 0.13

ビ シ ャ ム ナ イ 会 館 〃 ＨＰＩ－１４ 0.14 0.12 ～ 0.14

は ま な す 幼 児 セン ター 〃 ＨＰＩ－１５ 0.12 0.11 ～ 0.12

水 稲 共 同 育 苗 施 設 〃 ＨＰＩ－１６ 0.13 0.12 ～ 0.14

梨 更 〃 ＨＰＩ－１７ 0.12 0.12 ～ 0.13

東 ヤ チ ナ イ 〃 ＨＰＩ－１８ 0.13 0.12 ～ 0.13

瑞 穂 〃 ＨＰＩ－１９ 0.11 0.11 ～ 0.12

リ ヤ ム ナ イ 三 〃 ＨＰＩ－２０ 0.13 0.12 ～ 0.14

老 古 美 会 館 〃 ＨＰＩ－２１ 0.13 0.12 ～ 0.14

共 和 高 校 〃 ＨＰＩ－２２ 0.12

水 松 沢 〃 ＨＰＩ－２３ 0.14 0.13 ～ 0.14

前 田 地 区 寿 の 家 〃 ＨＰＩ－２４ 0.13 0.12 ～ 0.13

湧 別 会 館 〃 ＨＰＩ－２５ 0.13 0.12 ～ 0.13

国 富 駐 在 所 〃 ＨＰＩ－２６ 0.12 0.11 ～ 0.12

ふ れ あ い セ ン タ ー 〃 ＨＰＩ－２７ 0.12 0.11 ～ 0.12

島 野 会 館 〃 ＨＰＩ－２９ 0.13 0.12 ～ 0.14

岩内町地場産業サポートセンター 〃 ＨＰＩ－３０ 0.12 0.12 ～ 0.13

西 陵 小 学 校 〃 ＨＰＩ－３１ 0.12 0.11 ～ 0.12

岩内町デイサービスセンター 〃 ＨＰＩ－３３ 0.12 0.11 ～ 0.13

(注１)　岩内町地場産業サポートセンター（ＨＰＩ－３０）については、平成18年４月から測定を開始した。

(注２)　積算線量については、昭和61年9月から測定を開始し、平成19年４月より熱ルミネセンス線量計(TLD)から蛍光ガラス線量計(RPLD)に変更

　　　した。

(注３)　西陵小学校（ＨＰＩ－３１）については、平成19年４月から測定を開始した。

(注４)　過去の測定値の範囲は、平成19年10月から平成20年３月まで実施した、RPLDへの測定機器変更に際しての、並行測定結果が含まれている。

(注５)　岩内町デイサービスセンター（ＨＰＩ－３３）については、岩内町特別養護老人ホーム（ＨＰＩ－３２）の代替地点として平成24年４月

　　　から測定を開始した。　　

(注６)　共和高校（ＨＰＩ－２２）及び国富駐在所（ＨＰＩ－２６）については、平成25年10月に同一敷地内で移設し、測定を開始した。

モニタリング
ポスト

モニタリング
ポイント

施 設 区 分 測　　　定　　　地　　　点

過 去 同 一 四 半 期 の
測 定 値 の 範 囲

モニタリング
ステーション

0.12
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表６－２ 積算線量測定結果（北海道電力） （単位：mＧｙ/92日）

記　号
(H19.10 ～ R05.3)

ステーション ＥＭＳ－１ 0.12 0.12 ～ 0.13
〃 ＥＭＳ－２ 0.13 0.13 ～ 0.14
〃 ＥＭＳ－３ 0.12 0.12 ～ 0.14
〃 ＥＭＳ－４ 0.13 0.12 ～ 0.14
〃 ＥＭＳ－５ 0.12 0.12 ～ 0.13

ポ ス ト １ ＥＰＯ－１ 0.13 0.13 ～ 0.14
　〃 ２ ＥＰＯ－２ 0.12 0.12 ～ 0.13
　〃 ３ ＥＰＯ－３ 0.11 0.11 ～ 0.12
　〃 ４ ＥＰＯ－４ 0.12 0.12 ～ 0.14
　〃 ５ ＥＰＯ－５ 0.11 0.11 ～ 0.13
　〃 ６ ＥＰＯ－６ 0.12 0.12 ～ 0.13
　〃 PS ＥＰＯ－ＰＳ 0.12 0.12 ～ 0.14
　〃 ７ ＥＰＯ－７ 0.12 0.12 ～ 0.14

ポ イ ン ト ＥＰＩ－１ 0.13 0.12 ～ 0.14
〃 ＥＰＩ－２ 0.13 0.13 ～ 0.15
〃 ＥＰＩ－３ 0.12 0.12 ～ 0.13
〃 ＥＰＩ－４ 0.13 0.13 ～ 0.15
〃 ＥＰＩ－５ 0.13 0.12 ～ 0.14
〃 ＥＰＩ－６ 0.12 0.12 ～ 0.13
〃 ＥＰＩ－７ 0.12 0.12 ～ 0.13
〃 ＥＰＩ－８ 0.11 0.11 ～ 0.13
〃 ＥＰＩ－９ 0.13 0.12 ～ 0.14
〃 ＥＰＩ－１０ 0.12 0.11 ～ 0.13
〃 ＥＰＩ－１１ 0.14 0.13 ～ 0.15
〃 ＥＰＩ－１２ 0.13 0.12 ～ 0.14
〃 ＥＰＩ－１３ 0.12 0.12 ～ 0.13
〃 ＥＰＩ－１４ 0.13 0.13 ～ 0.14
〃 ＥＰＩ－１５ 0.13 0.13 ～ 0.14
〃 ＥＰＩ－１６ 0.12
〃 ＥＰＩ－１７ 0.12 0.12 ～ 0.13

（注１）　発電所ステーション及び発電所ポスト１～６及びＰＳについては、昭和63年10月から測定を開始した。

（注２）　発電所ポスト７については、平成19年１月から測定を開始した（平成20年10月に電気工作物としての移設完了に伴い発電所ポス

　ト７Ｎから名称変更）。

（注３）　過去の測定値の範囲は、平成19年10月から平成20年３月まで実施した、RPLDへの測定機器変更に際しての、並行測定結果が含ま

　れている。

（注４）　積算線量については、昭和61年９月から測定を開始し、平成20年４月より熱ルミネセンス線量計(TLD)から蛍光ガラス線量計

　(RPLD)に変更した。

（注５）　発電所ポストＰＳについては、平成20年10月より、発電所ポスト７から名称変更した。

（注６）　共和高校（ＥＰＩ－１６）については、平成25年10月に同一敷地内で移設し、測定を開始した。

盃 児 童 公 園
泊村アイスセンター

発 足 出 張 所

過 去 同 一 四 半 期 の
測 定 値 の 範 囲

泊 村 む つ み 荘
泊 中 学 校

高 台

渋 井 会 館
大 雄 寺

積 算 線 量

神 恵 内 小 学 校
共 和 高 校

東 ヤ チ ナ イ

施 設 区 分

ビ シ ャ ム ナ イ 会 館
北 辰 小 学 校

測　　　定　　　地　　　点

モニタリング
ステーション

モニタリング
ポスト

モニタリング
ポイント

泊
堀 株
発 電 所

宮 丘

発 電 所

柏 木

0.12

宮 丘 奥
はまなす幼児センター

リ ヤ ム ナ イ 三
浜 中
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ウ　放水口ポスト計数率
    放水口ポストにおける計数率測定結果の概要は、表７のとおりである（資料２－６）。

表7 放水口ポスト計数率測定結果（北海道電力） （単位：ｃｐｍ）

１０ 224 205 291 245  63 (1.4)  63   0
１１ 226 203 339 258  72 (1.7)  72   0
１２ 232 208 286 257  70 (1.6)  70   0
１０ 262 228 501 321  87 (1.9)  87   0 ( 249～255 )
１１ 279 241 511 368  89 (2.1)  89   0 ( 252～259 )
１２ 279 245 521 354 105 (2.4) 105   0 ( 261～264 )

（注１）　測定値は10分値である。
（注２）　「平常の変動幅」欄の値は、「月平均値」＋「標準偏差の３倍」の値であり、測定値がこの値以下であれば一般的に平常の変動

の範囲内とされている。
（注３）　１・２号機放水池については、昭和63年10月から測定を開始し、令和元年12月から現検出器で測定している。
（注４）　３号機放水池については、平成21年１月から測定を開始し、令和３年11月から現検出器で測定している（「過去同一月の平均値

の範囲」欄の括弧内の値は旧検出器によるものである）。
（注５）　３号機放水ピット改造工事に伴い、令和５年４月１日から３号機の排水先を順次１・２号機放水池へ変更したため、１・２号機

放水池の測定結果には３号機からの排水も含まれている。一方、排水先の切換えが完了した４月25日以降は３号機放水池には発電

所からの排水は流入しておらず、放水池に滞留している水を測定している。
（注６）　計数率の平均値は検出器の更新により「過去同一月の平均値の範囲」から外れる場合がある。

エ　排気筒モニタ計数率
 　 排気筒モニタにおける計数率測定結果の概要は、表８のとおりである（資料２－７）。

表８ 排気筒モニタ計数率測定結果（北海道電力） （単位：ｃｐｍ）

計　　数　　率
過去の測定値の範囲

平均値 最小値 最大値
１０ 375 354 401
１１ 376 348 399
１２ 376 351 399
１０ 397 375 418
１１ 397 375 420
１２ 398 372 423
１０ 382 359 406
１１ 382 360 406
１２ 382 356 404

（注１）　測定値は10分値である。
（注２）  １号機主排気筒については、平成12年４月から伝送を開始し、令和元年６月から現検出器で測定している。
（注３）  ２号機主排気筒については、平成12年４月から伝送を開始し、令和３年９月から現検出器で測定している。
（注４）  ３号機排気筒については、平成21年１月から測定を開始し、令和４年２月から現検出器で測定している。

１号機
主排気筒

３号機
排気筒

排
気
筒
モ
ニ
タ

２号機
主排気筒

349 ～ 408

371 ～ 429

358 ～ 407

施設
区分

１・２
号機
放水池

３号機
放水池

平均値 最大値

放
水
口
ポ
ス
ト

設置
場所

施設
区分

設置
場所

平常の変動幅を
超えた数（％） 降雨雪最小値

過 去 同 一 月 の
平 均 値 の 範 囲

月

月
計　　数　　率 超えた原因

その他

平常の
変動幅

261 ～ 262

219 ～ 226
222 ～ 227
234 ～ 241

253
257

－10－
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（２）環境試料中の放射能 

環境試料中の放射能は、ガンマ線放出核種、ストロンチウム－90及びトリチウムの核種分析並び

に全ベータ放射能測定について実施した。 

 

ア 核 種 分 析 

(ｱ) ガンマ線放出核種 

ゲルマニウム半導体検出装置を用いたガンマ線放出核種分析は、24種類 120検体について実 

施しており、分析結果の概要は、図２及び表９に示すとおりである（資料１－６、２－８）。 

今四半期は、陸土、農畜産物、指標植物、海水及び海産物から、過去に行われた核爆発実験

や旧ソ連チョルノービリ（チェルノブイル）原子力発電所事故等の影響によるものと考えられ

る人工核種のセシウム－137 が検出されたが、測定結果は過去の測定値の範囲内又はそれ以下

であった。 

 

 

 

図２ ガンマ線放出核種分析結果（Cs－137） 

 

 

  

0.001

0.01

0.1

1

10

100

大
気
中
浮
遊
じ
ん

降
下
物

陸
水

陸
土

玄
米

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

キ
ャ
ベ
ツ

大
根
葉

だ
い
こ
ん

生
乳

ク
マ
イ
ザ
サ

海
水

海
底
土

さ
け

ひ
ら
め

す
け
と
う
だ
ら

ほ
っ
け

か
れ
い

そ
い

あ
ぶ
ら
こ

い
か

た
こ

あ
わ
び

ほ
た
て

(ｍ
Ｂ
ｑ
/
m

3
,Ｂ
ｑ
/
m

2
・月

,ｍ
Ｂ
ｑ
/
L
,Ｂ
ｑ
/
kg
乾
土

,Ｂ
ｑ
/
kg
生

)

□過去の測定値の範囲 ○測定値（北海道） △測定値（北海道電力） Ｉ定量下限値レベル

ＮＤ

  



- 12 - 
 

表９ ガンマ線放出核種分析結果 

（１）陸上試料 

試 料 の 種 類 名 単 位 
検出された

人工核種 

北 海 道 北 海 道 電 力 過去の測定値の範囲 

( H 3 . 4 ～ R 5 . 3 ) 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値 

 大気中浮遊じん ｍＢｑ/㎥ 無 15  15  ND 

 降  下  物 Ｂｑ/㎡・月 無 18  6  ND～0.61 

 陸     水 ｍＢｑ/L 無 7  3  ND 

 陸     土 Ｂｑ/kg乾土 Cs-137 6 0.76～12 － － ND～51 

陸  玄 米 

Ｂｑ/kg生 

Cs-137 2 ND～0.029 2 ND ND～0.17 

  すいか － － － － － ND～0.022 

  とうもろこし － － － － － ND～0.051 

  メロン － － － － － ND～0.072 

上 農 かぼちゃ － － － － － ND～0.043 

  いちご － － － － － ND～0.019 

 畜 アスパラガス － － － － － ND～0.051 

  ブロッコリー Cs-137 2 ND～0.021 － － ND～0.063 

試 産 キャベツ 無 1  － － ND～0.020 

  大根葉 無 － － 1  ND～0.044 

 物 ばれいしょ － － － － － ND～0.24 

  だいこん 無 1  － － ND～0.031 

料  小 麦 － － － － － ND～0.048 

  牧 草 － － － － － ND～0.45 

  生 乳 Cs-137 2 0.014～0.016 1 0.032 ND～0.19 

 指標植物 クマイザサ Cs-137 4 ND 3 ND～0.076 ND～0.90 

(注１) 「ＮＤ」は「検出されず」を、「空欄」は「人工核種が検出されていないこと」を、「－」は「測定せず」を表す。 

(注２) 「過去の測定値の範囲」は、平成 23年３月～平成 28年３月の期間を除いている。 

(注３) 「過去の測定値の範囲」は、特に核種の記載のないものについては Cs-137を表す。 

(注４) 「ブロッコリー」及び「小麦」は、平成 18年８月の基本計画の改正に伴い、平成 19年度から測定を開始。 
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（２）海洋試料 

試 料 の 種 類 名 単 位 
検出された

人工核種 

北 海 道 北 海 道 電 力 過去の測定値の範囲 

( H 3 . 4 ～ R 5 . 3 ) 検体数 測 定 値 検体数 測 定 値 

 海     水 ｍＢｑ/L Cs-137 6 ND～1.6 2 ND～0.87 ND～4.0 

 海  底  土 Ｂｑ/kg乾土 無 4  2  ND～1.3 

  さ け 

Ｂｑ/kg生 

Cs-137 2 0.082～0.098 － － ND～0.12 

  ひらめ Cs-137 2 0.14～0.19 － － 0.090～0.19 

海  すけとうだら Cs-137 1 0.091 － － 0.055～0.30 

  ほっけ Cs-137 2 0.083～0.096 － － 0.083～0.34 

  かれい Cs-137 1 0.047 － － 0.047～0.20 

  そ い Cs-137 － － 1 0.083 ND～0.18 

洋 海 あぶらこ Cs-137 － － 1 0.060 0.074～0.25 

  いかなご － － － － － 0.065～0.20 

 産 い か 無 2  － － ND～0.074 

  た こ Cs-137 2 ND～0.026 － － ND～0.058 

試 物 なまこ － － － － － ND 

  う に － － － － － ND～0.086 

  あわび Cs-137 － － 2 ND～0.035 ND～0.046 

  ほたて 無 1  － － ND～0.047 

料  わかめ － － － － － ND～0.065 

  こんぶ － － － － － ND～0.12 

 
指 標 

いがい － － － － － ND～0.067 

 海生生物 ほんだわら － － － － － ND～0.15 

(注１) 「ＮＤ」は「検出されず」を、「空欄」は「人工核種が検出されていないこと」を、「－」は「測定せず」を表す。 

(注２) 「過去の測定値の範囲」は、平成 23年３月～平成 28年３月の期間を除いている。 

(注３) 「過去の測定値の範囲」は、特に核種の記載のないものについては Cs-137を表す。 

(注４) 「さけ」及び「ひらめ」は、平成８年７月の基本計画の改正に伴い、平成９年度から測定を開始。 
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(ｲ) ストロンチウム－90 

ストロンチウム－90分析は、農畜産物、海産物など 11種類 17検体について実施しており、

分析結果の概要は、表 10及び図３のとおりである（資料１－７、２－９）。 

今四半期は、陸水、陸土、農畜産物及び指標植物から、過去に行われた核爆発実験や旧ソ連

チョルノービリ（チェルノブイル）原子力発電所事故等の影響によるものと考えられるストロ

ンチウム－90が検出されたが、測定結果は過去の測定値の範囲内であった。 

 

表 10 ストロンチウム－90分析結果 

 

試 料 の 種 類 名 単 位 

北 海 道 北 海 道 電 力 
過去の測定値の範囲 

( H 3 . 4 ～ R 5 . 3 ) 
検体数 測 定 値 検体数 測 定 値 

陸 

 

 

上 

 

 

試 

 

 

料 

陸水 ｍＢｑ/L 1 0.68 － － ND～4.0 

陸土 Ｂｑ/kg乾土 2 0.69～2.0 － － ND～4.1 

農

畜

産

物 

玄米 

Ｂｑ/kg生 

2 ND 1 ND ND～0.093 

キャベツ 1 0.072 － － ND～0.50 

生乳 2 ND～0.025 － － ND～0.099 

指標植物 クマイザサ 1 1.0 1 1.1 0.67～8.3 

海 

 

 

 

洋 

 

 

 

試 

 

 

 

料 

海水 ｍＢｑ/L 1 ND － － ND～3.7 

海底土 Ｂｑ/kg乾土 1 ND 1 ND ND 

海 

 

 

 

産 

 

 

 

物 

 

ほっけ 

Ｂｑ/kg生 

1 ND － － ND 

かれい － － － － ND～0.15 

たこ 1 ND － － ND～0.091 

ほたて 1 ND － － ND 

わかめ － － － － ND～0.13 

こんぶ － － － － ND 

（注１）「ＮＤ」は「検出されず」を、「－」は「測定せず」を表す。 

（注２）「過去の測定値の範囲」は、平成 23年３月～平成 28年３月の期間を除いている。 

（注３）「ほっけ」及び「たこ」は、平成８年７月の基本計画の改正に伴い、平成９年度から測定を開始。 
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図３ ストロンチウム－90分析結果 

 
 

(ｳ) トリチウム 

トリチウム分析は、陸水及び海水あわせて 18検体について実施した。分析結果の概要は表 

11及び図４のとおりであり、過去の測定値の範囲内であった（資料１－８、２－10）。 

 

表 11 トリチウム分析結果 
（単位：Ｂｑ/L） 

試 料 の 種 類 名 
北 海 道 北 海 道 電 力 

過去の測定値の範囲 

( H 3 . 4 ～ R 5 . 3 ) 
検体数 測 定 値 検体数 測 定 値 

陸 水 7 ND～0.61 3 ND ND～4.1 

 河 川 水 2 0.54～0.60 － － ND～1.8 

 水 道 水 4 ND～0.61 3 ND ND～4.1 

 地 下 水 1 ND － － ND～2.0 

海 水 6 ND 2 ND ND～7.2 

(注１) 「ＮＤ」は「検出されず」を、「－」は「測定せず」を表す。 

(注２) 「過去の測定値の範囲」は、平成 23年３月～平成 28年３月の期間を除いている。 
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図４ トリチウム分析結果 

 
イ 全ベータ放射能測定 

全ベータ放射能測定は、大気中浮遊じん 90検体について実施した。測定結果の概要は表 12及び 

図５のとおりであり、過去の測定値の範囲内であった。（資料１－９、２－11）。 

 

表 12 全ベータ放射能測定結果 

(単位：ｍＢｑ/㎥) 

試 料 の 種 類 名 測定月 
北 海 道 北 海 道 電 力 

過去の測定値の範囲 

( H 3 . 4 ～ R 5 . 3 ) 
検体数 測 定 値 検体数 測 定 値 

大 気 中 浮 遊 じ ん 

10 15 0.48～1.1 15 0.53～1.3 

0.065～2.6 11 15 0.88～1.0 15 0.96～1.2 

12 15 0.76～1.2 15 0.86～1.4 

（注１） 平成８年７月の基本計画の改正に伴い、平成９年度から採取頻度を月３回に変更。 

（注２） 「過去の測定値の範囲」は、平成 23年３月～平成 28年３月の期間を除いている。 

 

図５ 全ベータ放射能測定結果（茅沼、発電所ステーションの大気中浮遊じん） 
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発　電　所　の　運　転　状　況



 



１　発電所の運転状況

10月 11月 12月 第3四半期

（hr:min） 0:00 0:00 0:00 0:00

（103kW） 0 0 0 0

（103kW） 0 0 0 0

（103kWh） 0 0 0 0

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0

（hr:min） 0:00 0:00 0:00 0:00

（103kW） 0 0 0 0

（103kW） 0 0 0 0

（103kWh） 0 0 0 0

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0

（hr:min） 0:00 0:00 0:00 0:00

（103kW） 0 0 0 0

（103kW） 0 0 0 0

（103kWh） 0 0 0 0

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0

（注）

項　　　　　目

１

号

機

発 電 時 間

平 均 電 力

最 大 電 力

発 電 電 力 量

時 間 稼 働 率

設 備 利 用 率

２

号

機

発 電 時 間

平 均 電 力

最 大 電 力

発 電 電 力 量

時 間 稼 働 率

設 備 利 用 率

３

号

機

発 電 時 間

平 均 電 力

最 大 電 力

発 電 電 力 量

時 間 稼 働 率

設 備 利 用 率

平均電力＝
発電電力量

暦時間
時間稼働率＝

暦時間

発電時間
×100 設備利用率＝

発電電力量
×100

定格電気出力×暦時間
平均電力＝

発電電力量

暦時間
時間稼働率＝

暦時間

発電時間
×100 設備利用率＝

発電電力量
×100

定格電気出力×暦時間

－19－



　泊発電所１号機運転工程

　泊発電所２号機運転工程

　泊発電所３号機運転工程

〔第17回定期検査中（平成23年４月22日から）〕

〔第16回定期検査中（平成23年８月26日から）〕

〔第２回定期検査中（平成24年５月５日から）〕
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2 放射性廃棄物の放出・保管状況

単

位 　　第３四半期

Bq

Bq

Bq

Bq

Bq

Bq

ド ラ ム 缶 発 生 量 本

ドラム缶累積保管量 本

（注1） 保安規定に定める値は、泊発電所１号機、２号機及び３号機の放射性廃棄物の放出管理のための値である。

（注2） 固体廃棄物の（　）内の数字は、フィルタ類等の体積をドラム缶詰換算した本数であり、ドラム缶累積保管量の内数で

       ある。

（注3） 本年度累計欄は、前四半期の同欄と今四半期の放出量又は発生量の和と端数処理の関係で一致しないことがある。

（注4） 全粒子状物質のうち当該年度の累計放出量は、１号機非常用排気筒のストロンチウム試料（９月分）の逸失に伴い、

       同様の放出状況での測定値（７月分）を用いて「発電用軽水型原子炉施設における放出放射性物質の測定に関する

　　 　指針について（昭和53年９月原子力委員会）」に基づき補正した結果を含む。

項　　　　　　目
原　子　炉　施　設　合　計

ＮＤ

保安規定に定める値
本年度累計

ト リ チ ウ ム （ Ｈ － ３ ） 2.4×10
10

   Bq 6.4×10
10

   Bq

全 粒 子 状 物 質 ＮＤ ＮＤ

1.3×10
15   

Bq/年

よ う 素 -131 （ I-131 ） ＮＤ

12944   ( 1547 )

気 体
廃棄物

液 体
廃棄物

全 核 種 （ Ｈ － ３ を 除 く ） ＮＤ

ＮＤ 1.2×10
10   

Bq/年

希 ガ ス ＮＤ ＮＤ

1.1×10
11   

Bq/年

ト リ チ ウ ム （ Ｈ － ３ ） 3.9×10
8
   Bq 1.3×10

9
   Bq 1.2×10

14   
Bq/年
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固 体
廃棄物

固体廃
棄物貯
蔵庫

  40   ( 16 )   80   ( 20 )

原子炉容器上部ふた等
累積保管量

m3

原子炉
容器上
部ふた
保管庫

原子炉容器上部ふた等
発生量

m3 0 0
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